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共通の管理インターフェイス要素
次の要素は、Cisco PrimeCollaborationDeploymentの管理インターフェイスのすべてのビューで
共通です。

説明設定

垂直ペインに表示されるメニューに移動するためのアクセスを提

供します。このボタンビューをクリックすると、メニューが非表

示になります。

アプリケーションに初めてサインインすると、このボタ

ンを示す透明な灰色の画面が表示されます。この画面で

は、表示をオフにするためのポップアップメッセージも

表示されます。

（注）

ナビゲーションの開閉ボ

タン

アプリケーションでの検索を可能にする検索テキストボックスを

表示します。また、オプションCiscoPrimeCollaborationDeployment
がインデックスとして表示されます。

検索オプションを表示するには、ナビゲーションの開閉

ボタンをクリックします。

（注）

検索とインデックス化

Cisco Prime Collaboration Deploymentのバージョンを提供します。
この設定には、著作権と商標情報も含まれます。

バージョン情報
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説明設定

サーバを終了します。ログアウト

コンテキスト依存のヘルプ情報を提供します。ヘルプ

現在表示しているページに関する情報を提供します。情報（[i]ボタン）

サーバでシステムレベルのタスク実行を開始するための情報を提

供します。

開始（フラグボタン）

モニタリングビュー要素
タスクのスケジュール設定後は、[モニタリング（Monitoring）]ページを使用してタスクをモ
ニタおよびコントロールできます。

説明設定

Cisco Prime Collaboration Deployment内に含まれるすべてのタスク
のリスト。このリストには次のタスクを含めることができます。

•スケジュール済み（Scheduled）

• Cancelled（キャンセル）

• Started（開始）

• Paused（一時停止）

• Paused due to Error（エラーにより一時停止）

• Successful（成功）

• Failed（不合格）

• Upgrade Tasks（アップグレード作業）

• Switch Version Tasks（バージョン切り替えタスク）

• Server Restart Tasks（サーバの再起動タスク）

• Readdress Tasks（タスクの再アドレス付け）

• Install Tasks（タスクのインストール）

•タスクの移行（Migrate Tasks）

[タスクキュー（Task Queue）]内のタスクのいずれかをクリック
すると、右上のパネルにそのタスクの詳細が表示されます。

タスクキュー
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説明設定

タスクステータス
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説明設定

[モニタリング（Monitoring）]ページの右上部分に、特定のタスク
に関する次の情報が表示されます。

•ステータス（Status）

•開始時刻

•タスクデータ（例：クラスタデータ）

タスクの詳細を表示するには、[View Log（ログの表示）]リンク
をクリックします。

以下は、考えられるタスクのステータスを示しています。

• [成功（Successful）]：タスクがエラーなしで終了したことを
示します

• [開始済み（Started）]：タスクが現在実行中であることを示し
ます

• [スケジュール済み（Scheduled）]：タスクがスケジュールさ
れているが、まだ開始されていないことを示します。

• [手動開始（Manual Start）]：タスクは開始を待機しています
（ユーザはこのタスクの作成時に [タスクを手動で開始（Start
Task Manually）]オプションを使用しました）。

• [キャンセル（Canceled）]：ユーザがタスクを実行しないこと
を選択したことを示します。

• [一時停止（Paused）]：タスクが一時停止状態でフィードバッ
ク待機中であることを示します

• [エラーにより一時停止（Paused due To Error）]：タスクがシ
ステム内のエラーにより一時停止状態になっていることを示

しています。

• [失敗（Failed）]：エラーが原因でタスクが停止したことを示
します。

• [スケジュール失敗（Failed to Schedule）]：発生したエラーが
原因でタスクがスケジュールされなかったことを示していま

す。

• [キャンセルできませんでした（Failed to Cancel）]：ユーザが
タスクのキャンセルに失敗したことを示します。これは通常、

タスクが最終状態にある場合に発生します（キャンセルでき

る残りのアクションはありません）。

• [キャンセル中（Cancelling）]：ユーザがタスクをキャンセル
したが、タスクはキャンセルに長時間かかる状態にあること
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説明設定

を示しています。キャンセルされるタスクがインストールタ

スクまたは移行タスクである場合（新規サーバインストール

フェーズ）、タスクは 1時間以上この状態であることがあり
ます。

[成功ステータス（Successful Status）]状態で考えられるメッセー
ジとアクションは次のとおりです。

•タスクは正常に完了しました（Task completed successfully）

• [削除（Delete）]：タスクデータを永続的に削除します。

[開始（Started）]状態の考えられる操作は以下のとおりです。

• [キャンセル（Cancel）]：選択したタスクをキャンセルしま
す。

• [削除（Delete）]：選択したタスクを永続的に削除します。

[スケジュール済み（Scheduled）]状態の考えられる操作は以下の
とおりです。

• [キャンセル（Cancel）]：選択したタスクをキャンセルしま
す。

• [削除（Delete）]：選択したタスクを永続的に削除します。

[手動開始を待機中（Waiting for Manual Start）]状態で有効なアク
ションは以下のとおりです。

• [開始（Start）]：タスクを開始します（このボタンは、タスク
の作成時に手動開始（ManualStart）]オプションが選択された
場合にだけ表示されます。）

• [削除（Delete）]：選択したタスクを永続的に削除します。

[一時停止（Paused）]状態で有効な操作は以下のとおりです（ユー
ザがこの手順で一時停止するようタスクを設定している場合に、

タスクはこの状態になります）。

• [再開（Resume）]：タスクは次の手順に進みます

• [キャンセル（Cancel）]：選択したタスクをキャンセルしま
す。

• [削除（Delete）]：選択したタスクを永続的に削除します。

[エラーによる一時停止（Paused Due To Errors）]状態で考えられ
る操作は以下のとおりです（システムがこのステップでエラーを

検出したためにタスクはこの状態に入ります）。
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説明設定

• [再開（Resume）]：タスクは次のステップに進みます（再開
するには、事前にログのエラーを確認する必要があり、エラー

の原因となった問題を修正するために、他にタスクは失敗し

ます）。「「検証が原因で失敗しました（Failed due to
validation）」」というエラーメッセージが表示される場合、
[再開（Resume）]をクリックすると、タスクは再検証を行い、
最初の手順から開始します。それ以外の場合、タスクは次の

手順から開始します。

• [キャンセル（Cancel）]：選択したタスクをキャンセルしま
す。

• [削除（Delete）]：選択したタスクを永続的に削除します。

[失敗したステータス（Failed Status）]状態で有効なアクションは
以下のとおりです。

• [削除（Delete）]：選択したタスクを永続的に削除します。

スケジュールされたタスクに対して実行されるタスクを開始しま

す。

[タスク開始（StartTask）]
ボタン

スケジュールされたタスクに対して [Edit（編集）]ダイアログを
開きます。

[Edit（編集）]ボタン

実行中のタスクを（次のステップで）停止します。[Pause（一時停止）]ボタ
ン

一時停止されたまたはエラーのために一時停止されたタスクを次

のステップで再開します。

[Resume（再開）]ボタン

スケジュールされた、実行中、一時停止、またはエラーのために

一時停止されたタスクをキャンセルします。

[Cancel（キャンセル）]ボ
タン

スケジュールされた、キャンセルされた、成功した、または失敗

したタスクを削除します。

[Delete（削除）]ボタン

[タスクの概要（Task Summary）]セクションには特定のタスクに
関する次の情報が含まれます。

•送信元クラスタ

•宛先クラスタ

• Unified Communications Managerアップグレードファイル

• Unified Presenceアップグレードファイル

タスクの概要
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タスクビュー要素

アップグレードビュー

説明設定

スケジュールされたタスクおよび履歴テーブル

アップグレードタスクに関する情報を提供します。

• [Successful（成功）]：タスクがエラーなしで終了したことを示します

• [Running（実行中）]：タスクが現在実行中であることを示します

• [Scheduled（スケジュール）]：タスクがまだ開始されていないことを示します

• [Canceled（取り消し）]：ユーザがタスクを実行しないことを選択したことを示します

• [Paused（一時停止）]：タスクが一時停止状態でフィードバック待機中であることを示します

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：タスクがシステム内のエラーにより一時停止状態に
なっていることを示しています

• [Failed（失敗）]：エラーによりタスクが停止したことを示しています

ステータス

アップグレードタスクの開始時刻を指定します。開始時刻

アクションが完了した時刻を指定します。完了したアクションは成功または失敗のいずれかの状態です。最後のステータスレポート時刻

アップグレードされたクラスタの名前を指定しますクラスタ

[Add Upgrade Task（アップグレードタスクの追加）]ウィザードの [Review（レビュー）]の部分に注意書
きを追加

注意
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説明設定

アクション
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説明設定

特定のアップグレードタスクに対して以下を実行することを可能にします。

タスクの状態によっては、これらの操作の一部だけが許可されていることがあります（たとえば、

完了したアップグレードタスクをキャンセルすることはできません）。

（注）

• [スケジュール済み（Scheduled）]ステータス：

• [Run Validation Test（検証テストの実行）]：すべてのノードが利用可能で、使用する isoが存在
することを確認するために検証テストを実行します。

• [Edit（編集）]：[EditUpgradeTask（アップグレードタスクの編集）]ウィンドウを表示します。
選択したタスクを編集することを可能にします。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Canceled（キャンセル）]ステータス：

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Started（開始）]ステータス：

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Paused（一時停止）]ステータス：

• [Resume（再開）]：次の手順でタスクを再起動するにはこのボタンを使用します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします。

• [StartTask（タスク開始）]：タスク開始はタスクが手動で開始された場合に存在します。このア
クションでは時間は選択されません。

[タスク開始（Start Task）]は、[開始時間の設定（Set Start Time）]パネルで [手動でタ
スクを開始（Start task manually）]オプションを選択した場合にのみ適用されます。

（注）

タスクを手動で選択すると再開オプションはモニタリングページで使用できなくなり

ます。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• Paused due to Error（エラーにより一時停止）：

• [Retry（再試行）]：これによりタスクが再起動し、最後に失敗したタスクのアクションが再試行
されます。

• [Resume（再開）]：これにより、タスクが次の手順（失敗した手順の後の手順）で開始します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Successful（成功）]ステータス：

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします
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説明設定

[Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。•

• [Failed（失敗）]ステータス：

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

ドロップダウンリストから以下のオプションのいずれかを選択することで、アップグレードタスクをス

テータスごとにフィルタすることを可能にします。

• [Quick Filter（クイックフィルタ）]：ステータスに基づいてタスクをフィルタします。

• [All（すべて）]：利用可能なすべてのタスクを表示します。

• [Scheduled（スケジュール済み）]：スケジュールされたタスクを表示します。

• [Canceled（キャンセル）]：キャンセルされたタスクを表示します。

• [Running（実行中）]：開始されたタスクを表示します。

• [Paused（一時停止）]：一時停止されたタスクを表示します。

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：システムのエラーにより一時停止しているタスクを
表示します。

• [成功（Successful）]：成功したタスクを表示します。

• [失敗（Failed）]：失敗したタスクを表示します。

表示

検索ウィンドウの最下部で検索ルールを設定するには、ステータスを選択し、[Filter（フィルタ）]をクリッ
クします。

フィルタ

タスクの横にあるチェックボックスをクリックし、テーブルの最上部にある [Delete（削除）]ボタンをク
リックします。このアクションは、[Failed（失敗）]、[Successful（成功）]、[Scheduled（スケジュール）]、
[Paused（一時停止）]の状態に適用されます。

削除

[アップグレードタスクの追加（Add Upgrade Task）]ウィザードを開きます。

[アップグレードタスクの追加（Add Upgrade Task）]ウィザードは、特定のアップグレードタス
クの [操作（Actions）]列の [編集（Edit）]を選択することでも開くことができます。

（注）

[AddUpgradeTask（アップグレードタ
スクの追加）]ボタン

[アップグレードタスクの追加（Add Upgrade Task）]ウィザードウィンドウ

アップグレードタスクの追加方法の詳細については、「アップグレードタスクの作成」を参照してください。

[Choose Cluster（クラスタの選択）]ページから、クラスタおよび製品をドロップダウンリストから選択し
ます（すべての製品が [Products（製品）]のデフォルトオプションになっています）。一度クラスタを選択
したら、[Cluster Nodes（クラスタノード）]テーブル内のノードのリストが表示されます。

[クラスタの選択（Choose Cluster）]
ページ

[アップグレードファイルの選択（Choose Upgrade File）]ページから、アップグレードされる各製品に対す
るアップグレードファイルを選択します。[クラスタの選択（Choose Cluster）]ページで選択した製品タイ
プのファイルだけを選択するオプションを利用できます。

[Choose Upgrade File（アップグレード
ファイルの選択）]ページ
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説明設定

[Set Start Time and Upgrade Options（開始時間とアップグレードオプションの設定）]ページから、タスクに
対する開始時間を選択します。

指定された時間は、選択されたクラスタのタイムゾーンではなく、Cisco Prime Collaboration
Deploymentサーバ時間に基づいています。

（注）

特定の開始時間の設定、タスクの手動による開始、またはウィザード完了時にタスクを即時開始する設定

のオプションがあります。

また、正常なアップグレードに続けて新規バージョンに自動的に切り替えるオプションもあります。

[開始時間とアップグレードオプショ
ンの設定（Set Start Time and Upgrade
Options）]ページ

[実行シーケンスの指定（Specify Run Sequence）]から、アップグレードがサーバで処理されるシーケンス
を指定します。手順のシーケンスは、特定の手順の上矢印と下矢印をクリックすることで変更できます。

手順を追加および削除したり、既存の手順を編集できます。

前回のシーケンスを再利用するには、[Use Last Configured Run Sequence（最後に設定した実行シーケンスを
使用）]ボックスを選択します。

デフォルトでは、各ノードが手順にシーケンスされています。

[Specify Run Sequence（実行シーケン
スの指定）]ページ

[レビュー（Review）]ページは、前の手順で選択したオプションの概要を示します。[ノード（Nodes）]
フィールドにリストされるノードは表示専用であり、選択することはできません。

将来の参照用に [注記（Notes）]フィールドに注記を追加することができます。

[レビュー（Review）]ページ

関連トピック

アップグレードタスク

バージョン切り替えビュー

説明設定

スケジュールされたタスクおよび履歴テーブル

バージョン切り替えタスクに関する情報を提供します。

• [Successful（成功）]：タスクがエラーなしで終了したことを示します。

• [Running（実行中）]：タスクが現在実行中であることを示します

• [Scheduled（スケジュール）]：タスクがまだ開始されていないことを示します

• [Canceled（取り消し）]：ユーザがタスクを実行しないことを選択したことを示します

• [Paused（一時停止）]：タスクが一時停止状態でフィードバック待機中であることを示します

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：タスクがシステム内のエラーにより一時停止状態に
なっていることを示しています

• [Failed（失敗）]：エラーによりタスクが停止したことを示しています

ステータス

バージョン切り替えタスクの開始時刻を指定します。開始時刻

アクションが完了した時刻を指定します。完了したアクションは成功または失敗のいずれかの状態です。最後のステータスレポート時刻

バージョン切り替えクラスタを指定します。クラスタ
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説明設定

[バージョン切り替えの追加（Add Switch Version）]ウィザードの [レビュー（Review）]部分で追加された
注記

注記（Notes）
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説明設定

アクション（Actions）
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説明設定

以下は、ステータスと対応するアクションを示しています。

• [Scheduled（スケジュール済み）]ステータス：

• [検証テストの実行（Run Validation Test）]：すべてのノードが利用可能で、指定したどの新規ア
ドレスにもアクセスできないことを確認する検証テストを実行します。

• [Edit（編集）]：[Edit Switch Version Task（バージョン切り替えタスクの編集）]ウィンドウを示
します。選択したタスクを編集することを可能にします。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Canceled（キャンセル）]ステータス：

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Started（開始）]ステータス：

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Paused（一時停止）]ステータス：

• [Resume（再開）]：次の手順でタスクを再起動します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [StartTask（タスク開始）]：タスク開始はタスクが手動で開始された場合に存在します。このア
クションでは時間は選択されません。

[タスク開始（Start Task）]は、[開始時間の設定（Set Start Time）]パネルで [手動でタ
スクを開始（Start task manually）]オプションを選択した場合にのみ適用されます。

（注）

タスクを手動で選択すると再開オプションはモニタリングページで使用できなくなり

ます。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• Paused due to Error（エラーにより一時停止）：

• [再試行（Retry）]：これによりタスクが再起動し、最後に失敗したタスクの操作が再試行されま
す。

• [再開（Resume）]：これにより、タスクが次の手順（失敗した手順の後の手順）で開始します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Successful（成功）]ステータス：

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Failed（失敗）]ステータス：
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説明設定

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

ドロップダウンリストから以下のオプションのいずれかを選択することで、バージョン切り替えタスクを

ステータスごとにフィルタすることを可能にします。

• [Quick Filter（クイックフィルタ）]：ステータスに基づいてタスクをフィルタします。

• [All（すべて）]：利用可能なすべてのタスクを表示します。

• [Scheduled（スケジュール済み）]：スケジュールされたタスクを表示します。

• [Canceled（キャンセル）]：キャンセルされたタスクを表示します。

• [Running（実行中）]：開始されたタスクを表示します。

• [Paused（一時停止）]：一時停止されたタスクを表示します。

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：システムのエラーにより一時停止しているタスクを
表示します。

• [成功（Successful）]：成功したタスクを表示します。

• [失敗（Failed）]：失敗したタスクを表示します。

表示

検索ウィンドウの最下部で検索ルールを設定するには、ステータスを選択し、[フィルタ（Filter）]をクリッ
クします。

フィルタ

タスクの横にあるチェックボックスをオンにし、テーブルの最上部にある [削除（Delete）]ボタンをクリッ
クします。削除するタスクの [操作（Actions）]列の下の [削除（Delete）]をクリックすることもできます。

削除（Delete）

[バージョン切り替えタスク（Switch Versions Task）]ウィザードを開きます。

[バージョン切り替えタスク（Switch Versions Task）]ウィザードは、特定のバージョン切り替え
タスクの [操作（Actions）]列で [編集（Edit）]を選択することでも開くことができます。

（注）

[バージョン切り替えタスクの追加
（Add Switch Versions Task）]ボタン

[バージョン切り替えタスクの追加（Add Switch Versions Task）]ウィンドウ

バージョン切り替えタスクの追加方法については、「バージョン切り替えタスクの作成」を参照してください。

[クラスタの選択（Choose Cluster）]ページで、ドロップダウンリストからクラスタを選択します。クラス
タの選択後に、ドロップダウンリストから製品バージョン（パブリッシャにインストールされているバー

ジョン）を選択する必要があります。クラスタに複数の製品がある場合、一つ以上の製品のバージョンを

切り替えないオプションがあります。1つの有効なバージョンを選択するかぎり先に進むことができます。

[クラスタの選択（Choose Cluster）]
ページ

[開始時間の設定（Set Start Time）]ページから、タスクに対する開始時間を選択します。

指定された時間は、選択されたクラスタのタイムゾーンではなく、Cisco Prime Collaboration
Deploymentサーバ時間に基づいています。

（注）

特定の時間の開始、タスクの手動による開始、またはウィザードの完了時の即時開始の設定のオプション

があります。

[開始時間の設定（Set Start Time）]
ページ
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説明設定

[Specify Run Sequence（実行シーケンスの指定）]から、バージョン切り替えがサーバで処理されるシーケ
ンスを指定します。手順のシーケンスは、特定の手順の上下矢印をクリックすることで変更できます。手

順を追加および削除したり、既存の手順を編集できます。

前回のシーケンスを再利用するには、[最後に設定した実行シーケンスを使用（Use Last Configured Run
Sequence）]チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、各ノードが手順にシーケンスされています。[Revert toDefault（デフォルトに戻す）]ボタ
ンは、手順を元の状態に戻します。

[実行シーケンスの設定（Set Run
Sequence）]ページ

[レビュー（Review）]ページには、これまでの手順で選択したオプションの概要が表示されます。[ノード
（Nodes）]フィールドにリストされるノードは表示専用であり、選択することはできません。

将来の参照用に [注記（Notes）]フィールドに注記を追加することができます。

[レビュー（Review）]ページ

関連トピック

バージョン切り替えタスク

サーバ再起動ビュー

説明設定

スケジュールされたタスクおよび履歴テーブル

サーバ再起動タスクに関する情報を提供します。

• [成功（Successful）]：タスクがエラーなしで終了したことを示します。

• [実行中（Running）]：タスクが現在実行中であることを示します。

• [スケジュール済み（Scheduled）]：タスクがまだ開始されていないことを示します。

• [取り消し（Canceled）]：ユーザがタスクを実行しないことを選択したことを示します。

• [Paused（一時停止）]：タスクが一時停止状態でフィードバック待機中であることを示します

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：タスクがシステム内のエラーにより一時停止状態に
なっていることを示しています

• [Failed（失敗）]：エラーによりタスクが停止したことを示しています

ステータス

サーバ再起動タスクの開始時刻を指定します。開始時刻

アクションが完了した時刻を指定します。完了したアクションは成功または失敗のいずれかの状態です。最後のステータスレポート時刻

サーバ再起動クラスタを指定します。クラスタ

[再起動タスクの追加（Add Restart Task）]ウィザードの [レビュー（Review）]部分で追加された注記注記（Notes）
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説明設定

アクション（Actions）
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説明設定

以下は、ステータスと対応するアクションを示しています。

• [Scheduled（スケジュール済み）]ステータス：

• [Run Validation Test（検証テストの実行）]：すべてのノードが利用可能で、指定したどの新規ア
ドレスにもアクセスできないことを確認する検証テストを実行します。

• [Edit（編集）]：[EditUpgradeTask（アップグレードタスクの編集）]ウィンドウを表示します。
選択したタスクを編集することを可能にします。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Canceled（キャンセル）]ステータス：

• [Edit（編集）]：[Edit Server Restart Task（サーバ再起動タスクの編集）]ウィンドウを表示しま
す。選択したタスクを編集することを可能にします。

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Started（開始）]ステータス：

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Paused（一時停止）]ステータス：

• [Resume（再開）]：次の手順でタスクを再起動します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [StartTask（タスク開始）]：タスク開始はタスクが手動で開始された場合に存在します。このア
クションでは時間は選択されません。

[タスク開始（Start Task）]は、[開始時間の設定（Set Start Time）]パネルで [手動でタ
スクを開始（Start task manually）]オプションを選択した場合にのみ適用されます。

（注）

タスクを手動で選択すると再開オプションはモニタリングページで使用できなくなり

ます。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• Paused due to Error（エラーにより一時停止）：

• [Retry（再試行）]：これによりタスクが再起動し、最後に失敗したタスクのアクションが再試行
されます。

• [Resume（再開）]：これにより、タスクが次の手順（失敗した手順の後の手順）で開始します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Successful（成功）]ステータス：

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。
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説明設定

[Failed（失敗）]ステータス：•

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

ドロップダウンリストから以下のオプションのいずれかを選択することで、再起動タスクをステータスご

とにフィルタすることを可能にします。

• [Quick Filter（クイックフィルタ）]：ステータスに基づいてタスクをフィルタします。

• [All（すべて）]：利用可能なすべてのタスクを表示します。

• [Scheduled（スケジュール済み）]：スケジュールされたタスクを表示します。

• [Canceled（キャンセル）]：キャンセルされたタスクを表示します。

• [Running（実行中）]：開始されたタスクを表示します。

• [Paused（一時停止）]：一時停止されたタスクを表示します。

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：タスクがシステム内のエラーにより一時停止状態に
なっていることを示しています。

• [成功（Successful）]：成功したタスクを表示します。

• [失敗（Failed）]：失敗したタスクを表示します。

表示

検索ウィンドウの最下部で検索ルールを設定するには、ステータスを選択し、[Filter（フィルタ）]をクリッ
クします。

フィルタ

タスクの横にあるチェックボックスをクリックし、テーブルの最上部にある [Delete（削除）]ボタンをク
リックします。削除するタスクの [Actions（アクション）]列の下の [Delete（削除）]をクリックすること
もできます。

削除

[サーバ再起動タスクの追加（Add Server Restart Task）]ウィザードを開きます。

[サーバ再起動タスクの追加（Add Server Restart Task）]ウィザードは、特定のサーバ再起動タス
クの [操作（Actions）]列の [編集（Edit）]を選択することで開くことができます。

（注）

[サーバ再起動タスクの追加（Add
Server Restart Task）]ボタン

[サーバ再起動タスクの追加（Add Server Restart Task）]ウィンドウ

サーバ再起動タスクを追加する方法については「再起動タスクの作成」を参照してください。

[クラスタの選択（Choose Cluster）]ページで、ドロップダウンリストからクラスタを選択します。クラス
タの選択後、選択されたクラスタに基づいて [クラスタノード（Cluster Nodes）]テーブルに示されている
ノードが変更されます。再起動するサーバを選択します。

[クラスタの選択（Choose Cluster）]
ページ

[開始時間の設定（Set Start Time）]ページから、タスクに対する開始時間を選択します。

指定された時間は、選択されたクラスタのタイムゾーンではなく、Cisco Prime Collaboration
Deploymentサーバ時間に基づいています。

（注）

特定の開始時間の設定、タスクの手動による開始、またはウィザード完了時にタスクを即時開始する設定

のオプションがあります。

[開始時間の設定（Set Start Time）]
ページ
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説明設定

[実行シーケンスの設定（SetRunSequence）]から、再起動がサーバで処理されるシーケンスを指定します。
手順のシーケンスは、特定の手順の上矢印と下矢印をクリックすることで変更できます。手順を追加およ

び削除したり、既存の手順を編集できます。

前回のシーケンスを再利用するには、[最後に設定した実行シーケンスを使用（Use Last Configured Run
Sequence）]チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、各ノードが手順にシーケンスされています。[Revert toDefault（デフォルトに戻す）]ボタ
ンは、手順を元の状態に戻します。

[実行シーケンスの設定（Set Run
Sequence）]ページ

[レビュー（Review）]ページは、前の手順で選択したオプションの概要を示します。[ノード（Nodes）]
フィールドにリストされるノードは表示専用であり、選択することはできません。

将来の参照用に [注記（Notes）]フィールドに注記を追加することができます。

[レビュー（Review）]ページ

関連トピック

サーバ再起動タスク

再アドレス付けビュー

説明設定

スケジュールされたタスクおよび履歴テーブル

再アドレス付けタスクに関する情報を提供します。

• [Successful（成功）]：タスクがエラーなしで終了したことを示します。

• [Running（実行中）]：タスクが現在実行中であることを示します

• [Scheduled（スケジュール）]：タスクがまだ開始されていないことを示します

• [Canceled（取り消し）]：ユーザがタスクを実行しないことを選択したことを示します

• [Paused（一時停止）]：タスクが一時停止状態でフィードバック待機中であることを示します

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：タスクがシステム内のエラーにより一時停止状態に
なっていることを示しています

• [Failed（失敗）]：エラーによりタスクが停止したことを示しています

ステータス

再アドレス付けタスクの開始時刻を指定します。開始時刻

アクションが完了した時刻を指定します。完了したアクションは成功または失敗のいずれかの状態です。最後のステータスレポート時刻

再アドレス付けクラスタを指定します。クラスタ

[再アドレス付けタスクの追加（Add Readdress Task）]ウィザードの [レビュー（Review）]部分で追加され
た注記

注記（Notes）
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説明設定

アクション
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説明設定

以下は、ステータスと対応するアクションを示しています。

• [Scheduled（スケジュール済み）]ステータス：

• [Run Validation Test（検証テストの実行）]：すべてのノードが利用可能で、指定したどの新規ア
ドレスにもアクセスできないことを確認する検証テストを実行します。

• [Edit（編集）]：[EditReaddressTask（再アドレス付けタスクの編集）]ウィンドウを表示します。
選択したタスクを編集することを可能にします。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Canceled（キャンセル）]ステータス：

• [Edit（編集）]：[EditUpgradeTask（アップグレードタスクの編集）]ウィンドウを表示します。
選択したタスクを編集することを可能にします。

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Started（開始）]ステータス：

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Paused（一時停止）]ステータス：

• [Resume（再開）]：次の手順でタスクを再起動します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [StartTask（タスク開始）]：タスク開始はタスクが手動で開始された場合に存在します。このア
クションでは時間は選択されません。

[Start Task（タスク開始）]は、[開始時間の設定（Set Start Time）]ページパネルで
[Start task manually（手動でタスクを開始）]オプションを選択した場合にのみ適用さ
れます。

（注）

タスクを手動で選択すると再開オプションはモニタリングページで使用できなくなり

ます。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• Paused due to Error（エラーにより一時停止）：

• [Retry（再試行）]：これによりタスクが再起動し、最後に失敗したタスクのアクションが再試行
されます。

• [Resume（再開）]：これにより、タスクが次の手順（失敗した手順の後の手順）で開始します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Successful（成功）]ステータス：

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします
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説明設定

[Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。•

• [Failed（失敗）]ステータス：

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

ドロップダウンリストから以下のオプションのいずれかを選択することで、再アドレス付けタスクをステー

タスごとにフィルタすることを可能にします。

• [Quick Filter（クイックフィルタ）]：ステータスに基づいてタスクをフィルタします。

• [All（すべて）]：利用可能なすべてのタスクを表示します。

• [Scheduled（スケジュール済み）]：スケジュールされたタスクを表示します。

• [Canceled（キャンセル）]：キャンセルされたタスクを表示します。

• [Running（実行中）]：開始されたタスクを表示します。

• [Paused（一時停止）]：一時停止されたタスクを表示します。

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：システムのエラーにより一時停止しているタスクを
表示します。

• [成功（Successful）]：成功したタスクを表示します。

• [失敗（Failed）]：失敗したタスクを表示します。

表示

検索ウィンドウの最下部で検索ルールを設定するには、ステータスを選択し、[Filter（フィルタ）]をクリッ
クします。

フィルタ

タスクの横にあるチェックボックスをオンにし、テーブルの最上部にある [削除（Delete）]ボタンをクリッ
クします。削除するタスクの [操作（Actions）]列の下の [削除（Delete）]をクリックすることもできます。

削除（Delete）

[再アドレス付けタスクの追加（Add Readdress Task）]ウィザードを開きます。

[再アドレス付けタスクの追加（Add Readdress Task）]ウィザードは、特定の再アドレス付けタス
クの [操作（Actions）]列の [編集（Edit）]を選択することでも開くことができます。

（注）

[再アドレス付けタスクの追加（Add
Readdress Task）]ボタン

[再アドレス付けタスクの追加（Add Readdress Task）]ウィンドウ

再アドレス付けタスクの追加方法については「再アドレス付けタスクの作成」を参照してください。
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説明設定

[Choose Cluster（クラスタの選択）]ページで、ドロップダウンリストからクラスタを選択します。このク
ラスタに関連付けられたノードで [View Nodes（ノードの表示）]をクリックします。以下を識別する表内
のノードをリストする [View UC Cluster Nodes（UCクラスタノードの表示）]ダイアログボックスが開き
ます。

• ホスト名

• IPアドレス

• 製品

• ロール

[View UC Cluster Nodes（UCクラスタノードの表示）]ダイアログボックスを編集することはできません。
[Close（閉じる）]をクリックし、[Choose Cluster（クラスタの選択）]ページに戻ります。

[クラスタの選択（Choose Cluster）]
ページ

[新規ホスト名/IPアドレスの入力（Enter New Hostnames/IP Addresses）]ページから、[Actions（アクショ
ン）]列の下の [Edit（編集）]をクリックして [Edit Hostname/IP Address（ホスト名/IPアドレスの編集）]ダ
イアログボックスを開きます。このダイアログボックスを使用して、再アドレス付けをするクラスタノー

ドに対する新規ホスト名または IPアドレスを入力できます。DHCPまたはスタティック IPアドレスを使用
するオプションがあります。

[新規ホスト名/IPアドレスの入力
（Enter New Hostnames/IP Addresses）]
ページ

[開始時間の設定（Set Start Time）]ページページから、タスクに対する開始時間を選択します。

指定された時間は、選択されたクラスタのタイムゾーンではなく、Cisco Prime Collaboration
Deploymentサーバ時間に基づいています。

（注）

特定の開始時間の設定、タスクの手動による開始、またはウィザード完了時にタスクを即時開始する設定

のオプションがあります。

このページを使用して、再アドレスオプションを有効にすることもできます。サブネットまたはゲートウェ

イの変更時に再アドレスサブステップとネットワーク変更検証サブステップの間で一時停止する場合に、

[外部変更を許可するためのネットワーク検証サブステップの前で一時停止する（Pause before network
verification substeps to allowexternal changes）]チェックボックスをオンにします。この一時停止中に、VLAN
などの仮想マシン構成に必要なネットワーク変更を行うことができます。

変更後に、タスクを再開して検証を完了させます。（注）

[開始時間の設定（Set Start Time）]
ページページ

[実行シーケンスの設定（Set Run Sequence）]から、再アドレス付けがサーバで処理されるシーケンスを指
定します。手順のシーケンスは、特定の手順の上下矢印をクリックすることで変更できます。手順を追加

および削除したり、既存の手順を編集できます。

前回のシーケンスを再利用するには、[最後に設定した実行シーケンスを使用（Use Last Configured Run
Sequence）]チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは、各ノードが手順にシーケンスされています。[Revert toDefault（デフォルトに戻す）]ボタ
ンは、手順を元の状態に戻します。

[実行シーケンスの設定（Set Run
Sequence）]ページ

[レビュー（Review）]ページは、前の手順で選択したオプションの概要を示します。[ノード（Nodes）]
フィールドにリストされるノードは表示専用であり、選択することはできません。

将来の参照用に [注記（Notes）]フィールドに注記を追加することができます。

[Review（レビュー）]ページ

関連トピック

再アドレス付けタスク
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インストールビュー

説明設定

スケジュールされたタスクおよび履歴テーブル

インストールタスクに関する情報を提供します。

• [Successful（成功）]：タスクがエラーなしで終了したことを示します

• [Running（実行中）]：タスクが現在実行中であることを示します

• [Scheduled（スケジュール）]：タスクがまだ開始されていないことを示します

• [Canceled（取り消し）]：ユーザがタスクを実行しないことを選択したことを示します

• [Paused（一時停止）]：タスクが一時停止状態でフィードバック待機中であることを示します

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：タスクがシステム内のエラーにより一時停止状態に
なっていることを示しています

• [Failed（失敗）]：エラーによりタスクが停止したことを示しています

ステータス

インストールタスクの開始時刻を指定します。開始時刻

アクションが完了した時刻を指定します。完了したアクションは成功または失敗のいずれかの状態です。最後のステータスレポート時刻

インストールクラスタを指定しますクラスタ

[インストールタスクの追加（Add Install Task）]ウィザードの [レビュー（Review）]部分で追加された注
記

注記
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説明設定

アクション
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説明設定

以下は、ステータスと対応するアクションを示しています。

• [Scheduled（スケジュール済み）]ステータス：

• [Run Validation Test（検証テストの実行）]：すべての ESXiホストが存在し、VMが正しい状態
にあり、インストールで使用する .isoファイルが存在することを確認するための検証テストを実
行します。

• [Edit（編集）]：[EditUpgradeTask（アップグレードタスクの編集）]ウィンドウを表示します。
選択したタスクを編集することを可能にします。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Canceled（キャンセル）]ステータス：

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Started（開始）]ステータス：

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Paused（一時停止）]ステータス：

• [Resume（再開）]：次の手順でタスクを再起動します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [StartTask（タスク開始）]：タスク開始はタスクが手動で開始された場合に存在します。このア
クションでは時間は選択されません。

[タスク開始（Start Task）]は、[開始時間の設定（Set Start Time）]パネルで [手動でタ
スクを開始（Start task manually）]オプションを選択した場合にのみ適用されます。

（注）

タスクを手動で選択すると再開オプションはモニタリングページで使用できなくなり

ます。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• Paused due to Error（エラーにより一時停止）：

• [Retry（再試行）]：最後に失敗した手順を再試行します。このボタンによって、タスクは失敗し
た最後の手順を再試行し、タスクを再起動します。

• [再開（Resume）]：次の手順でタスクを再開します。このオプションは、失敗した手順が重要で
はない場合、またはその手順を手動で実行した場合にのみ使用してください。

• [詳細の表示（View Details）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Successful（成功）]ステータス：

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

Cisco Prime Collaboration Deployment管理インターフェイス要素
27

Cisco Prime Collaboration Deployment管理インターフェイス要素

インストールビュー



説明設定

[Failed（失敗）]ステータス：•

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

ドロップダウンリストから以下のオプションのいずれかを選択することで、インストールタスクをステー

タスごとにフィルタすることを可能にします。

• [Quick Filter（クイックフィルタ）]：ステータスに基づいてタスクをフィルタします。

• [All（すべて）]：利用可能なすべてのタスクを表示します。

• [Scheduled（スケジュール済み）]：スケジュールされたタスクを表示します。

• [Canceled（キャンセル）]：キャンセルされたタスクを表示します。

• [Running（実行中）]：開始されたタスクを表示します。

• [Paused（一時停止）]：一時停止されたタスクを表示します。

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：システムのエラーにより一時停止しているタスクを
表示します。

• [成功（Successful）]：成功したタスクを表示します。

• [失敗（Failed）]：失敗したタスクを表示します。

表示

検索ウィンドウの最下部で検索ルールを設定するには、ステータスを選択し、[Filter（フィルタ）]をクリッ
クします。

フィルタ

タスクの横にあるチェックボックスをクリックし、テーブルの最上部にある [Delete（削除）]ボタンをク
リックします。削除するタスクの [Actions（アクション）]列の下の [Delete（削除）]をクリックすること
もできます。

削除

[インストールタスクの追加（Add Install Task）]ウィザードを開きます。

[インストールタスクの追加（Add Installation Task）]ウィザードは、特定のインストールタスク
の [操作（Actions）]列の [編集（Edit）]を選択することでも開くことができます。

（注）

[インストールタスクの追加（Add
Install Task）]ボタン

[インストールタスクの追加（Add Install Task）]ウィンドウ

インストールタスクの追加方法については、「インストールタスクの作成」を参照してください。

[クラスタの選択（Choose Cluster）]ページで、ドロップダウンリストからクラスタを選択します。クラス
タの選択後、選択されたクラスタに基づいて [インストールクラスタノード（Installation Cluster Nodes）]
テーブルに示されているノードが変更されます。

[インストールクラスタの選択
（Choose Installation Cluster）]ページ

[インストールファイルの選択（Choose InstallationFiles）]ページから、ステージングクラスタにインストー
ルするインストールイメージを選択します。ISOイメージは、Cisco Prime Collaboration Deploymentのシス
テム sftpサーバ上の /installディレクトリにアップロードする必要があります。

[インストールファイルの選択
（Choose Installation Files）]ページ
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説明設定

[開始時間の設定（Set Start Time）]ページページから、タスクに対する開始時間を選択します。

指定された時間は、選択されたクラスタのタイムゾーンではなく、Cisco Prime Collaboration
Deploymentサーバ時間に基づいています。

（注）

特定の開始時間の設定、タスクの手動による開始、またはウィザード完了時にタスクを即時開始する設定

のオプションがあります。

[開始時間の設定（Set Start Time）]
ページ

[インストールシーケンスの指定（Specify Installation Sequence）]から、インストールがサーバで処理され
るシーケンスを指定します。手順のシーケンスは、特定の手順の上矢印と下矢印をクリックすることで変

更できます。手順を追加および削除したり、既存の手順を編集できます。

デフォルトでは、各ノードが手順にシーケンスされています。

[インストールシーケンスの指定
（Specify Installation Sequence）]ペー
ジ

[レビュー（Review）]ページは、前の手順で選択したオプションの概要を示します。[ノード（Nodes）]
フィールドにリストされるノードは表示専用であり、選択することはできません。

将来の参照用に [注記（Notes）]フィールドに注記を追加することができます。

[Review（レビュー）]ページ

関連トピック

インストールタスク

移行ビュー

説明設定

スケジュールされたタスクおよび履歴テーブル

移行タスクに関する情報を提供します。

• [Successful（成功）]：タスクがエラーなしで終了したことを示します

• [Running（実行中）]：タスクが現在実行中であることを示します

• [Scheduled（スケジュール）]：タスクがまだ開始されていないことを示します

• [Canceled（取り消し）]：ユーザがタスクを実行しないことを選択したことを示します

• [Paused（一時停止）]：タスクが一時停止状態でフィードバック待機中であることを示します

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：タスクがシステム内のエラーにより一時停止状態に
なっていることを示しています

• [Failed（失敗）]：エラーによりタスクが停止したことを示しています

ステータス

移行タスクの開始時刻を指定します。開始時刻

アクションが完了した時刻を指定します。完了したアクションは成功または失敗のいずれかの状態です。最後のステータスレポート時刻

移行されるクラスタを指定します。クラスタ

[移行タスクの追加（Add Migration Task）]ウィザードの [レビュー（Review）]部分で追加された注記注記（Notes）
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説明設定

アクション
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説明設定

以下は、ステータスと対応するアクションを示しています。

• [Scheduled（スケジュール済み）]ステータス：

• [Run Validation Test（検証テストの実行）]：すべてのノードが利用可能で、指定したどの新規ア
ドレスにもアクセスできないことを確認する検証テストを実行します。VMが存在する ESXiホ
ストがマウントされていることも確認します。使用される .isoファイルが存在することも検証し
ます。

• [Edit（編集）]：[EditUpgradeTask（アップグレードタスクの編集）]ウィンドウを表示します。
選択したタスクを編集することを可能にします。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Canceled（キャンセル）]ステータス：

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

• [Started（開始）]ステータス：

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Paused（一時停止）]ステータス：

• [Resume（再開）]：次の手順でタスクを再起動します。

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [StartTask（タスク開始）]：タスク開始はタスクが手動で開始された場合に存在します。このア
クションでは時間は選択されません。

[タスク開始（Start Task）]は、[開始時間の設定（Set Start Time）]パネルで [手動でタ
スクを開始（Start task manually）]オプションを選択した場合にのみ適用されます。

（注）

タスクを手動で選択すると再開オプションはモニタリングページで使用できなくなり

ます。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• Paused due to Error（エラーにより一時停止）：

• [Retry（再試行）]：最後に失敗した手順を再試行します。このボタンによって、タスクは失敗し
た最後の手順を再試行し、タスクを再起動します。

• [再開（Resume）]：次の手順でタスクを再開します。このオプションは、失敗した手順が重要で
はない場合、またはその手順を手動で実行した場合にのみ使用してください。

• [詳細の表示（View Details）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします。

• [Cancel Task（タスクのキャンセル）]：選択したタスクをキャンセルします

• [Successful（成功）]ステータス：

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします
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説明設定

[Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。•

• [Failed（失敗）]ステータス：

• [View Details（詳細の表示）]：使用可能なすべてのタスクを表示するモニタリングページにナ
ビゲートします

• [Delete（削除）]：選択したタスクを永続的に削除します。

ドロップダウンリストから以下のオプションのいずれかを選択することで、移行タスクをステータスごと

にフィルタすることを可能にします。

• [Quick Filter（クイックフィルタ）]：ステータスに基づいてタスクをフィルタします。

• [All（すべて）]：利用可能なすべてのタスクを表示します。

• [Scheduled（スケジュール済み）]：スケジュールされたタスクを表示します。

• [Canceled（キャンセル）]：キャンセルされたタスクを表示します。

• [Running（実行中）]：開始されたタスクを表示します。

• [Paused（一時停止）]：一時停止されたタスクを表示します。

• [Paused due To Error（エラーにより一時停止）]：システムのエラーにより一時停止しているタスクを
表示します。

• [成功（Successful）]：成功したタスクを表示します。

• [失敗（Failed）]：失敗したタスクを表示します。

表示

検索ウィンドウの最下部で検索ルールを設定するには、ステータスを選択し、[Filter（フィルタ）]をクリッ
クします。

フィルタ

タスクの横にあるチェックボックスをオンにし、テーブルの最上部にある [削除（Delete）]ボタンをクリッ
クします。削除するタスクの [操作（Actions）]列の下の [削除（Delete）]をクリックすることもできます。

削除（Delete）

[移行タスクの追加（Add Migration Task）]ウィザードを開きます。

[移行タスクの追加（Add Migration Task）]ウィザードは、特定の移行タスクの [操作（Actions）]
列の [編集（Edit）]を選択することでも開くことができます。

（注）

[移行タスクの追加（Add Migration
Task）]ボタン

[移行タスクの追加（Add Migration Task）]ウィンドウ

移行タスクの追加方法については、「移行タスクの追加」を参照してください。

[送信元および宛先クラスタの選択（Choose Source and Destination Clusters）]ページで、ドロップダウンリ
ストから送信元 UCクラスタを選択します。送信元クラスの選択後に、ドロップダウンリストから宛先ク
ラスタを選択し、[送信元から宛先クラスタのノードマッピング（Node Mapping from Source to Destination
Cluster）]テーブルからノードを選択します。

[送信元および宛先クラスタの選択
（Choose Source and Destination
Clusters）]ページ

[Choose Upgrade File（アップグレードファイルの選択）]ページから、アップグレードされる各製品に対す
るアップグレードファイルを選択します。[Choose Cluster（クラスタの選択）]ページで選択した製品タイ
プのファイルを選択するオプションのみ利用できます。

[アップグレードファイルの選択
（Choose Upgrade File）]ページ
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説明設定

[開始時間の設定（Set Start Time）]ページページから、タスクに対する開始時間を選択します。

指定された時間は、選択されたクラスタのタイムゾーンではなく、Cisco Prime Collaboration
Deploymentサーバ時間に基づいています。

（注）

特定の開始時間の設定、タスクの手動による開始、またはウィザード完了時にタスクを即時開始する設定

のオプションがあります。

[開始時間の設定（Set Start Time）]
ページページ

[移行手順の指定（Specify Migration Procedure）]ページから、移行がサーバで処理されるシーケンスを指定
します。手順のシーケンスは、特定の手順の上矢印と下矢印をクリックすることで変更できます。手順を

追加および削除したり、既存の手順を編集できます。

デフォルトでは、各ノードが手順にシーケンスされています。[Revert toDefault（デフォルトに戻す）]ボタ
ンは、手順を元の状態に戻します。

[移行手順の指定（Specify Migration
Procedure）]ページ

[レビュー（Review）]ページは、前の手順で選択したオプションの概要を示します。[ノード（Nodes）]
フィールドにリストされるノードは表示専用であり、選択することはできません。

将来の参照用に [注記（Notes）]フィールドに注記を追加することができます。

[Review（レビュー）]ページ

関連トピック

移行タスク

インベントリビュー要素

クラスタ

説明設定

クラスタテーブル

使用可能なクラスタが表示されます。クラスタ名

クラスタが追加された製品とそのバージョンが表示されます。製品およびバージョン

クラスタに関連付けられたノードの数が表示されます。ノード

[検出済み（Discovered）]、[新規インストール（New install）]、[移
行（Migration）]などのクラスタタイプが表示されます。

クラスタタイプ
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説明設定

クラスタの検出ステータスが表示されます。このフィールドには、

次の検出ステータスのいずれかが表示されます。

•接続中（Contacting）

•検出中（Discovering）

•成功（Successful）

•ノードは到達不可能です（Node Unreachable）

•タイムアウト（Timeout）

•内部エラー（Internal Error）

検出ステータス

次のオプションが含まれます。

• [編集（Edit）]：新しく追加されてまだインストールされていな
いノードを編集します。

• [削除（Delete）]：新しく追加されてまだインストールされてい
ないノードを削除します。

アクション

ドロップダウンリストから次のオプションのいずれかを選択するこ

とにより、クラスタタスクをステータス別にフィルタすることがで

きます。

• [すべて（All）]：使用可能なすべてのクラスタを表示する

• [検出済み（Discovered）]：スケジュール済みのクラスタを表示
する

• [新規インストール（NewInstall）]：新しくインストールされた
クラスタを表示する

• [移行（Migration）]：移行されたクラスタを表示する場合

表示

検索ウィンドウの最下部で検索ルールを設定するには、ステータス

を選択し、[フィルタ（Filter）]をクリックします。
フィルタ

このボタンをクリックすると、Cisco Prime Collaboration Deployment
が、すでに Unified Communicationsアプリケーションを実行してい
るサーバと通信して、そのクラスタ情報を Cisco Prime Collaboration
Deploymentインベントリに追加します。

[クラスタ検出（Discover
Cluster）]ボタン

[移行宛先クラスタの定義（Define Migration Destination Cluster）]

移行クラスタの作成方法については、移行クラスタの作成を参照してください。
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説明設定

移行タスク用の宛先クラスタを設定するには、次のフィールドの詳

細を入力します。

• [ソースクラスタ（Source Cluster）]：ドロップダウンリストか
ら、ソース UCクラスタを選択します。

• [ノードの表示（View Nodes）]：使用可能なクラスタノードを
表示する場合に、このリンクをクリックします。

• [アクティブなバージョン（Active version）]：ソースUCクラス
タのアクティブなバージョンが表示されます。

• [宛先クラスタのニックネーム（DestinationClusterNickname）]：
宛先クラスタのニックネームを入力します。

• [宛先ネットワークの設定（DestinationNetwork Settings）]：次の
オプションのいずれかを選択します。

• [すべての宛先ノードに送信元ノードのネットワーク設定を
使用（Use the source node network settings for all destination
nodes）]：デフォルトのネットワークオプションを維持す
る場合に、このオプションを選択します。

• [1つ以上の宛先ノードの新しいネットワーク設定を入力
（Enter new network settings for one or more destination
nodes）]：デフォルトのネットワーク設定を変更したり、
新しいネットワークオプションを入力したりする場合に、

このオプションを選択します。

[すべての宛先ノードに対して送信元ノードのネッ
トワーク設定を使用（Use the source node network
settings for all destination nodes）]オプションを選
択した場合は、[宛先クラスタノードの割り当て
（AssignDestination Cluster Nodes）]ウィンドウの
送信元ノードの [NAT IP]列と [宛先NAT IP（Dest
NAT IP）]列の両方に同じ IPアドレスが表示され
ます。[1つまたは複数の宛先ノードに対する新規
ネットワーク設定を入力（Enter new network
settings for one or more destination nodes）]オプショ
ンを選択すると、[宛先クラスタノードの割り当
て（AssignDestination Cluster Nodes）]ウィンドウ
には送信元ホスト名だけが表示され、宛先ホスト

名は表示されません。

（注）

[クラスタの指定
（Specify Clusters）]
ページ
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説明設定

• [ソースクラスタ（Source Cluster）]：ソースクラスタの名前が
表示されます。

• [宛先クラスタ（DestinationCluster）]：宛先クラスタの名前が表
示されます。

• [宛先クラスタノードの割り当て（Assign Destination Cluster
Nodes）]：宛先仮想マシンとソースクラスタ内のノードを関連
付ける場合に、このボタンをクリックします。

DHCPが送信元ノードで使用されている場合は、宛先
ノードもDHCPを使用するように設定され、このウィ
ザードにはネットワーク設定を変更するオプションが

表示されません。

（注）

[宛先クラスタノードの
割り当て（Assign
Destination Cluster
Nodes）]ページ

移行タスクの実行中に NTPと SMTPを移行ノードに設定する場合
に、次のセクションの詳細を入力します。

[Network Time Protocol（NTP）の設定（Network Time Protocol (NTP)
Configuration）]ウィンドウ：次のフィールドの 1つ以上の IPアド
レスを入力します。

• NTPサーバ 1（NTP Server 1）

• NTPサーバ 2

• NTPサーバ 3

• NTPサーバ 4

• NTPサーバ 5

（オプション）[SimpleMail Transfer Protocol（SMTP）の設定（Simple
Mail Transfer Protocol (SMTP) Configuration）]ウィンドウ

• [SMTPサーバ（SMTP Server）]：SMTPサーバの IPアドレスを
入力します。

[NTP/SMTP設定の構成
（Configure NTP/SMTP
Settings）]

（オプション）機能とともに追加された使用可能なホストから、移

行クラスタノードの DNS設定を構成するノードをオンにし、[DNS
設定の割り当て（Assign DNS Settings）]をクリックします。

[DNS設定の定義
（DefineDNS Settings）]

[クラスタ検出（Discover Cluster）]ウィンドウ

クラスタの検出方法については、クラスタの検出を参照してください。
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説明設定

次のフィールドに詳細情報を入力します。

• [このクラスタのニックネームの選択（Choose aNickname for this
Cluster）]：クラスタのニックネームを入力します。

• [クラスタパブリッシャのホスト名/IPアドレス（Hostname/IP
Address of Cluster Publisher）]：クラスタのパブリッシャノード
のホスト名または IPアドレスを入力します。

• [OS管理者ユーザ名（OSAdminUsername）]：OS管理者ユーザ
名を入力します。

• [OS管理者パスワード（OS Admin Password）]：OS管理者パス
ワードを入力します。

クラスタパスワードが 16文字未満であることを確認
します。

（注）

• [NATの有効化（Enable NAT）]：クラスタの NATを有効にす
る場合に、このチェックボックスをオンにします。

[NATの有効化（Enable NAT）]をオンにすると、[ク
ラスタ検出進捗（Cluster Discovery Progress）]ページ
に [NAT IP]列が表示されます。

（注）

[クラスタアクセス
（Cluster Access）]ペー
ジ
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説明設定

このページでは、次のフィールドにクラスタ検出のステータスが表

示されます。

• [クラスタ名（ClusterName）]：クラスタ検出のステータスメッ
セージとともにクラスタ名が表示されます。

• [ホスト名（Hostname）]：ホスト名が表示されます。

• [接続ステータス（ContactStatus）]：クラスタ検出の次のステー
タスのいずれかが表示されます。

•接続中（Contacting）

•検出中（Discovering）

•成功（Successful）

•ノードは到達不可能です（Node Unreachable）

•タイムアウト（Timeout）

•内部エラー（Internal Error）

• [製品（Product）]：クラスタの製品が表示されます。

• [アクティブなバージョン（Activeversion）]：現在使用中のバー
ジョンが表示されます。

• [アクティブでないバージョン（Inactive version）]：現在使用さ
れていないバージョンが表示されます。

• [NAT IP]：この列は、[クラスタアクセス（ClusterAccess）]ペー
ジの [NATの有効化（Enable NAT）]チェックボックスをオン
にした場合にのみ表示されます。

• [ハードウェア（Hardware）]：クラスタに関連付けられたハー
ドウェアが表示されます。

[クラスタ検出進捗
（Cluster Discovery
Progress）]ページ
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説明設定

このページでは、次のフィールドにクラスタのロール割り当てが表

示されます。

• [ホスト名（Hostname）]：ホスト名が表示されます。

• [製品（Product）]：クラスタの製品が表示されます。

• [関数（Functions）]：特定のノードに割り当てられるさまざま
な役割が表示されます。たとえば、パブリッシャ、プライマリ

TFTP、セカンダリ TFTPなどです。

• [SFTPサーバ（SFTP Server）]：ISOファイルの場所が表示され
ます。

デフォルトでは、SFTPサーバは PCDです。

• [設定を編集する（Edit Settings）]：ノードに複数の役割や機能
を割り当てることができます。

[クラスタロール割り当
て（Cluster Role
Assignment）]ページ

[新規 UCクラスタの定義（Define New UC Cluster）]ウィンドウ

新しいクラスタのインストール方法については、フレッシュインストールのために新規クラ

スタを追加を参照してください。

このボタンをクリックすると、新しい UCクラスタのインストールプロセスを誘導するウィ
ザードが表示されます。

[このクラスタのニックネームの選択（Choose the Nickname for this
cluster）]：クラスタ名を入力します。

[クラスタ名の指定
（Specify Cluster
Name）]ウィンドウ
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説明設定

次のフィールドに詳細情報を入力します。

• [ノードの追加（Add Node）]：使用可能なチェックボックスか
らノードを追加するための 1つ以上の機能をオンにします。

• [メモ（Notes）]：（オプション）選択したクラスタに関するメ
モを追加します。

• [仮想マシン（Virtual Machines）]：使用可能な仮想マシンから
ノードを追加します。

使用可能な VMは名前とホストでソートされます。
VM名、ESXiホスト、電源状態などの仮想マシンの
詳細がこのウィンドウに表示されます。

（注）

• [表示（Show）]：ドロップダウンリストからオプションを選択
することにより、仮想マシンをステータス別にフィルタするこ

とができます。

• [ネットワーク（Network）]：次のオプションのいずれかを選択
します。

• [静的 IPアドレス（Static IP address）]：ホスト名、IPアド
レス、サブネットマスク、ゲートウェイ、および NAT IP
フィールドの詳細を入力します。

• [予約があるDHCPを使用（UseDHCPwithReservations）]：
ホスト名に加えて、（その VMのMACアドレスに関連付
けられている）DHCPサーバ上で予約のある IPアドレスを
入力します。

• [製品と機能（Products and Functions）]：ドロップダウンリスト
から、製品を選択します。[機能（Functions）]セクションで、
ご使用のVMに該当する機能のチェックボックスをオンにしま
す。

（注） •アプリケーションタイプごとに、定義されている
クラスタ内の少なくとも1つのノードで [パブリッ
シャ（Publisher）]チェックボックスをオンにし
ます。

•（オプション）[パブリッシャ（Publisher）]フィー
ルドの下の [注記（Notes）]フィールドに、割り
当てた機能に関する注を追加します。

• [仮想マシン（Virtual Machines）]セクション：選択したノード
の VMを選択します。

[仮想マシンの追加
（Add Virtual
Machines）]ウィンドウ
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説明設定

[クラスタ全体設定の構
成（Configure Cluster
Wide Settings）]ウィン
ドウ
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説明設定

次のセクションのフィールドの詳細を入力します。

[OS管理者クレデンシャル（OS Administration Credentials）]

• [ユーザ名（Username）]：OS管理者のユーザ名を入力します。

• [パスワード（Password）]：ユーザ名のパスワードを入力しま
す。

• [パスワードの確認（Confirm Password）]：[パスワード
（Password）]フィールドに入力したものと同じパスワードを再
入力します。

[アプリケーションのクレデンシャル（Application Credentials）]

• [ユーザ名（Username）]：アプリケーションユーザのユーザ名
を入力します。

• [パスワード（Password）]：ユーザ名のパスワードを入力しま
す。

• [パスワードの確認（Confirm Password）]：[パスワード
（Password）]フィールドに入力したものと同じパスワードを再
入力します。

セキュリティパスワード

• [パスワード（Password）]：クラスタのセキュリティパスワー
ドを入力します。

• [パスワードの確認（Confirm Password）]：[パスワード
（Password）]フィールドに入力したものと同じパスワードを再
入力します。

[SMTP設定（SMTP Settings）]（オプション）

• [SMTPサーバ（SMTP Server）]：SMTPサーバの IPアドレスを
入力します。

証明書情報

• [組織（Organization）]：証明書が使用される組織の名前を入力
します。

• [単位（Unit）]：使用される証明書の数を入力します。

• [場所（Location）]：証明書が使用される場所を入力します。

• [状態（State）]：証明書が使用される状態を入力します。

• [国（Country）]：ドロップダウンリストから、証明書が使用さ
れる国を選択します。
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説明設定

（オプション）機能とともに追加された使用可能なホストから、ノー

ドの DNS設定を構成するノードをオンにし、[DNS設定の割り当て
（Assign DNS Settings）]をクリックします。

[DNS設定の構成
（Configure DNS
Settings）]ウィンドウ

ネットワークタイムプロトコルを設定するには、次のフィールドに

1つ以上のNTPサーバの詳細を入力します。DNSを使用しない場合
は、NTPサーバは IPアドレスである必要があります。DNSを使用
する場合は、NTPサーバは FQDNにできます。

• NTPサーバ 1（NTP Server 1）

• NTPサーバ 2

• NTPサーバ 3

• NTPサーバ 4

• NTPサーバ 5

少なくとも 2つの NTPサーバの IPアドレスを定義するこ
とをお勧めします。

（注）

[NTP設定の構成
（Configure NTP
Settings）]

（オプション）次のフィールドの詳細を入力します。

• [ホスト名（Hostname）]、[機能（Functions）]、および [MTUサ
イズ（MTUsize）]列：使用可能なサーバから、サーバのチェッ
クボックスをオンにします。

• [MTUサイズ（MTU Size）]：552～ 1500のMTUサイズを入力
して、[選択項目に適用（Apply to Selected）]をクリックしま
す。

• [選択項目に適用（Apply to Selected）]：選択したホストのMTU
サイズを適用する場合に、このボタンをクリックします。

• [デフォルトMTUの適用（Apply Default MTU）]：選択したホ
ストのMTUサイズのデフォルト値を適用する場合に、このボ
タンをクリックします。

[NIC設定の構成
（Configure NIC
Settings）]
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説明設定

各クラスタノードのタイムゾーンを指定するには、次のフィールド

の詳細を入力します。

• [地域（Region）]：ドロップダウンリストから、クラスタノー
ドの地域を選択します。

• [タイムゾーン（Time Zone）]：ドロップダウンリストから、
選択した地域のタイムゾーンを選択します。

• [選択項目に適用（Apply to Selected）]：各クラスタノードのタ
イムゾーンの変更を適用する場合に、このボタンをクリックし

ます。

[タイムゾーンの設定
（Configure Time
Zones）]ウィンドウ

ESXiホストビュー
説明設定

[ESXiホスト（ESXi Hosts）]テーブル

ESXiホスト名が表示されます。ホストネーム

ESXiホストの IPアドレスが表示されます。IPアドレス

ESXiホストの説明（もしあれば）が表示されます。説明

次のオプションが含まれます。

• [編集（Edit）]：ESXiホストの詳細を編集する場合に、このリ
ンクをクリックします。

• [削除（Delete）]：データベースから ESXiホストを削除する場
合に、このリンクをクリックします。

アクション

ESXiホストをデータベースに追加する場合は、このボタンをクリッ
クします。

ESXiホストの追加

[ESXiホストの追加（Add ESXi Host）]ウィンドウ

ESXiホストのホスト名または IPアドレスを入力します。ホスト名/IPアドレス

ユーザ名を入力します。ユーザ名

ユーザのパスワードを入力します。パスワード

（オプション）ESXiホストの説明を入力します。説明
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SFTPサーバとデータストア
説明設定

[SFTPサーバ/データストア（SFTP Servers/Datastore）]セクション

CiscoPrimeCollaborationDeploymentサーバは、アップグレード、フレッシュ、インストール、
および移行タスクによって使用される ISOファイルとCOPファイルを保存するローカルSSH
File Transfer Protocolサーバまたは Secure File Transfer Protocol（SFTP）サーバとして機能しま
す。

SFTPデータストアの詳細については、SFTPサーバとデータストア（45ページ）を参照し
てください。

データストアから選択した SFTPサーバを削除する場合に、このボ
タンをクリックします。

削除（Delete）

選択した SFTPサーバをデータストアに追加する場合に、このボタ
ンをクリックします。

サーバの追加（Add
Server）

データストア内の使用可能な SFTPサーバの IPアドレスが表示され
ます。

サーバ IP（Server IP）

使用可能な SFTPサーバに関して追加された説明が表示されます。サーバの説明（Server
Description）

SFTPサーバのディレクトリパスが表示されます。データベースディレク

トリ（Database
Directory）

SFTPサーバのステータスが表示されます。たとえば、[接続済み
（Connected）]や [ローカル（Local）]などです。

ステータス（Status）

次のオプションが含まれます。

• [編集（Edit）]：SFTPサーバの詳細を編集する場合に、このリ
ンクをクリックします。

• [削除（Delete）]：データストアから選択した SFTPサーバを削
除する場合に、このリンクをクリックします。

アクション（Actions）

[SFTP/データストアファイル（SFTP/Datastore Files）]セクション

データストアから選択した SFTPサーバの ISOファイルと COPファ
イルを削除する場合に、このボタンをクリックします。

削除（Delete）

SFTPサーバの使用可能な ISOファイルと COPファイルが表示され
ます。

ファイル名（Filename）

SFTPサーバの IPアドレスが表示されます。サーバ IP（Server IP）
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説明設定

使用可能な SFTPサーバに関して追加された説明が表示されます。サーバの説明（Server
Description）

SFTPサーバの SFTPファイルが保存されているディレクトリ名が表
示されます。

ディレクトリ

（Directory）

アップグレードファイルやフレッシュインストールなどのファイル

のタイプが表示されます。

ファイルタイプ（File
Type）

SFTPファイルがデータストアにコピーされたときのデータ、時刻、
およびタイムゾーンが表示されます。

コピー時刻（ローカ

ル）（Copied On
(local)）

管理ビュー要素

電子メール通知の表示

説明設定

[通知設定（Notification Settings）]セクション

詳細については、Eメール通知を参照してください。
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説明設定

次のオプションのいずれかを選択します。

• [電子メール通知を送信しない（Donot send email notification）]：
タスクのエラーまたはタイプに関する電子メール通知を受信し

ない場合に、このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、このセクションのすべ

てのフィールドが編集不能になります。

（注）

• [エラーのみ -エラーが発生した場合にのみ電子メールを送信す
る（Errors only - Send email only when there is an error）]：次の状
態のタスクイベントエラーに関する電子メール通知を受信する

場合に、このオプションを選択します。

•スケジュールできませんでした（Failed to Schedule）

•失敗しました（Failed）

•キャンセルできませんでした（Failed to Cancel）

•エラーのため一時停止（Paused on Error）

• [標準 -タスクの開始、一時停止、終了、またはエラーの発生時
に電子メール通知を送信する（Standard - Send email when tasks
start, pause, finish, or when there is an error）]：タスクが次の状態
のいずれかに入ったときに電子メール通知を受信する場合に、

このオプションを選択します。

•スケジュール済み（Scheduled）

• Failed to Schedule（スケジュールできませんでした）

• Started（開始）

• Successful（成功）

• Failed（不合格）

• Cancelled（キャンセル）

• Canceling（キャンセル中）

• Failed to Cancel（キャンセルできませんでした）

• Paused on Error（エラーのため一時停止）

• Paused（一時停止）

• Paused – Required（一時停止 -必須）

通知
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説明設定

1人以上の受信者の電子メールアドレスを入力します。

複数の電子メールアドレスはカンマで区切ります。（注）

電子メール受信者

Transport Layer Security（TLS）プロトコルでプライバシーを保証す
る場合やアプリケーションと電子メール受信者間の電子メールの改

ざんを防止する場合に、このチェックボックスをオンにします。

TLSを使用

[メールサーバクレデンシャル（Mail server credentials）]セクション

メールサーバのユーザ名を入力します。ユーザ名

メールサーバにログインするためのパスワードを入力します。パスワード

[サーバ設定（Server Settings）]セクション

SMTPサーバの IPアドレスを入力します。SMTPサーバ

SMTPサーバのポートの数を入力します。ポート

このページで加えた変更を保存する場合に、このボタンをクリック

します。

保存

このページのデフォルト値を設定する場合に、このボタンをクリッ

クします。

リセット

エラーのみオプションおよび標準オプションに関するテスト電子メー

ルを 1人以上の受信者に送信する場合に、このボタンをクリックし
ます。

テストメールの送信

NAT設定
説明設定

[PCD NAT設定（PCD NAT Settings）]

ネットワークアドレス変換の詳細については、ネットワークアドレス変換のサポートを参照

してください。

サーバのホスト名が表示されます。ホストネーム

プライベートネットワーク上に存在するサーバの IPアドレスが表示され
ます。

プライベート IP

NAT IPアドレスを入力します。NAT IP
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説明設定

NAT IPアドレスは、Cisco Prime Collaboration Deploymentのコンフィギュ
レーションファイルのエントリとして保存されます。このエントリは、

アプリケーションノードがCisco Prime Collaboration Deploymentに接続し
ようとするときに使用されます。

保存

（オプション）NAT IPアドレスが過去に保存された NAT IPアドレスに
リセットされます。

リセット

ディスク領域警告レベル

説明設定

ディスク領域警告レベルの設定（Disk Space Warning Level Configuration）

詳細は、ディスク領域警告レベルを参照してください。

サーバ上の合計ディスク領域が表示されます。合計ディスク領域（GB）
（Total Disk Space (GB)）

サーバ上で使用可能なディスク領域が表示されます。使用可能なディスク領域

（GB）

ディスク領域の警告値を入力します。この値を入力したら、

情報リンクをクリックして、入力した領域値がサーバで使用

できるかどうかを確認します。

警告レベルディスク容量

（GB）

警告ディスク領域値を保存します。保存

（オプション）デフォルト値でページをリセットします。リセット

監査ログ設定

説明設定

[監査レベルの設定（Audit Level Settings）]セクション
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説明設定

ドロップダウンリストから、次のオプションのい

ずれかを選択します。

• [情報（Info）]：監査イベントレベルを情報
メッセージとして表示する場合。

• [警告（Warning）]：監査イベントレベルを警
告メッセージとして表示する場合。

• [デバッグ（Debug）]：監査イベントレベルを
デバッグメッセージとして表示する場合。

• [エラー（Error）]：監査イベントレベルをエ
ラーメッセージとして表示する場合。

[アプリケーション監査イベントレベル
（Application Audit Event Level）]

[リモート SysLogの設定（Remote SysLog Settings）]セクション

リモート syslogサーバの名前またはそのリモート
サーバに記録する監査ログの IPアドレスを入力し
ます。

[リモート Syslogサーバ名/IP（Remote
Syslog Server Name / IP）]

ローカル監査ログの設定（Local Audit Log Settings）

ローカル監査ログを有効または無効にするには、

このチェックボックスをオンまたはオフにします。

（注） •このフィールドをオンにすると、監
査イベントがローカルサーバに記録

されます。このフィールドをオフに

すると、監査イベントがローカル

サーバに記録されません。監査イベ

ントには、ユーザ ID、
ClientAddress、重大度、EventType、
ResourceAccessed、EventuStatus、
AuditCategory、CompulsoryEvent、
ComponentID、CorrelationID、およ
びノード IDが含まれます。

•このフィールドをオンにすると、[ロ
グローテーションを有効にする

（Enable Log Rotation）]フィールド
がアクティブになります。

ローカル監査ログを有効にする（Enable
Local Audit Log）
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説明設定

ログローテーションを有効または無効にするに

は、このチェックボックスをオンまたはオフにし

ます。

（注） • [ローカル監査ログを有効にする
（Enable Local Audit Log）]フィール
ドが有効になっている場合に、この

フィールドを設定できます。

•このフィールドを有効にすると、[最
大ファイル数（Maximum No of
Files）]、[最大ファイルサイズ
（MB）（Maximum File
Size(MB)）]、および [ログローテー
ション上書きに到達する際の警告し

きい値（%）（Warning Threshold for
Approaching Log Rotation
Overwrite(%)）]フィールドを設定で
きます。[ローカル監査ログを有効
にする（Enable Local Audit Log）]
フィールドをオフにすると、これら

のフィールドのデフォルト値がアク

ティブでないため適用されません。

ログローテーションを有効にする（Enable
Log Rotation）

[最大ファイル数（Maximum No of Files）]フィー
ルドに、サーバ上で作成可能な最大ファイル数を

設定するための整数値を入力します。

[ログローテーションを有効にする（Enable Log
Rotation）]フィールドをオンにすると、[最大ファ
イル数（MaximumNoof Files）]フィールドの値を
設定できます。ファイル数が設定値に到達すると、

ログローテーションプロセスが開始します。ログ

ローテーションプロセスでは、すべてのログファ

イルが削除され、ログファイル番号 1から書き換
えられます。

このフィールドの値は 1～ 5000の範囲
内にする必要があります。

（注）

最大ファイル数（Maximum No of Files）
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説明設定

[最大ファイルサイズ（MB）（Maximum File Size
(MB)）]フィールドに、サーバ上で作成されるロ
グの最大ファイルサイズを設定するための値を入

力します。

このフィールドの値は 1～ 10の範囲内
にする必要があります。

（注）

最大ファイルサイズ（MB）（Maximum
File Size (MB)）

[ログローテーション上書きに到達する際の警告し
きい値（%）（Warning Threshold for Approaching
Log Rotation Overwrite(%)）]フィールドに、警告
しきい値を入力します。

設定された警告しきい値に到達すると、監査ログ

ファイルのバックアップを要求する電子メール通

知がユーザに送信されます。ログローテーション

中にこれらのファイルが削除または上書きされま

す。

このフィールドの値は 1～ 100の範囲内
にする必要があります。

（注）

詳細については、『Cisco Prime Collaboration
Deployment Administration Guide』の「Email
notification」のトピックを参照してください。

ログローテーション上書きに到達する際

の警告しきい値（%）（WarningThreshold
for Approaching Log RotationOverwrite(%)）

このページで加えた変更を保存する場合に、この

ボタンをクリックします。

保存

このページのデフォルト値を設定する場合に、こ

のボタンをクリックします。

リセット

カスタマイズされたログオンメッセージの設定

説明設定

[カスタマイズされたログオンファイルのアップロード（Upload Customized Logon File）]

[参照（Browse）]ボタンをクリックして、カ
スタマイズされたサインオンメッセージを含

むファイルの場所を参照します。

ファイルのアップロード（Upload File）
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説明設定

ユーザが受信したファイルに対するユーザ確

認応答を有効または無効にする場合に、この

チェックボックスをオンまたはオフにします。

このフィールドが有効になっている場合は、

ユーザが Cisco Prime Collaboration Deployment
のサインインページでアラートメッセージと

して確認応答を取得します。このメッセージ

は、ユーザが同じWebブラウザのインスタン
スから初めてサインアウトしたときに表示さ

れます。

ユーザ確認応答が必要（Require User
Acknowledgment）

カスタマイズされたサインオンメッセージを

含むファイルをサーバにアップロードする場

合に、このボタンをクリックします。ファイ

ルをアップロードすると、ポップアップが開

いて、ファイルアップロードステータスが表

示されます。

ファイルのアップロード（Upload File）

カスタマイズされたサインオンメッセージを

含むファイルを削除する場合に、このボタン

をクリックします。ファイルを削除すると、

ポップアップが開いて、ファイル削除ステー

タスが表示されます。

削除（Delete）

サポートされているリリースのマトリックス

Cisco Prime Collaboration Deploymentのこのリリースには、[管理（Administration）]メニューに
[サポートされているリリースのマトリックス（Supported Releases Matrix）]ウィンドウが含ま
れます。このマトリックスを使用して、選択する製品、タスクタイプ、および Cisco Prime
CollaborationDeploymentリリースがサポート対象のリリースか非サポートのリリースかを確認
します。

説明設定

ドロップダウンリストから、Cisco Prime
Collaboration Deploymentのいずれかのリリースを
選択します。利用可能なオプションは、リリース

10.0(1)から最新リリースまでです。

PCDリリース（PCD Releases）
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説明設定

ドロップダウンリストから、特定のタスクのサ

ポートされているリリースを表示するには、次の

いずれかのタスクを選択します。

•すべて（All）

•移行

•インストール（Install）

•アップグレード

•バージョン切り替え

•サーバの再起動（Server Restart）

•再アドレス付け（Readdress）

タスクタイプ（Task Type）

ドロップダウンリストから、次のいずれかの製品

を選択します。

• CUCM：Cisco Unified CommunicationsManager
を暗示します。

• IM&P：インスタントメッセージおよびプレ
ゼンスサービスを暗示します。

• CUC：Cisco Unity Connectionを暗示します。

• UCCX：Cisco Unified Contact Center Expressを
暗示します。

• CER：Cisco Emergency Responderの略

製品のタイプ（Product Type）]

[サポートされているリリースのマトリックス（Supported Release Matrix）]テーブルに基づい
て、[CUCMタスクタイプ（CUCM Task Type）]列に [サポートされているリリースのテーブ
ル（Supported Releases Table）]の値が表示されます。このテーブルには、選択した製品やタス
クタイプの、サポートされているリリースと非サポートのリリースが示されています。
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